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がん患者の就労に関する
総合支援事業

長期にわたる治療等が必要な疾病
をもつ求職者に対する就職支援モデ
ル事業

担当部局 健康局 職業安定局

位置づけ H25～

がん診療連携拠点病院機能強化費の
メニューの１つ

H25～モデル事業

対象 就労関連の問題を抱えるがん患者 就労を希望する長期療養者
（がん・肝疾患・ＤＭなど）

実施場所 ・拠点病院 ・H25全国５地点, H26全国１２地点
・ハローワーク+連携する拠点病院

内容 拠点病院相談支援セに、社労士・産
業カウンセラー・キャリアコンサルタン
トなど「就労の専門家」を週１回配置。
相談対応、関係機関の紹介など。

ＨＷと拠点病院において、新規求職
希望者への職斡旋。

「がんと就労」政策の動き「がんと就労」政策の動き

「がんと就労」政策の動き「がんと就労」政策の動き
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「がんと就労」政策の動き「がんと就労」政策の動き

H26～宮城・石川・福井・京都・広島・愛媛・福岡・鹿児島

H25実績

新規求職者
96
↓

就職件数
35

「がんと就労」政策の動き「がんと就労」政策の動き
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社会保険労務士との連携のヒント集社会保険労務士との連携のヒント集

目次

Ｑ１社労士とはどのような資格でしょうか？

Ｑ２社労士と連携すると、どのようなメリットがあるのでしょう？

Ｑ３ うちの病院にも来てもらったほうがよいのでしょうか？

Ｑ４社労士はどうやって探せばよいですか？

Ｑ５社労士との契約にあたって、何を決めておく必要がありますか？

Ｑ６社労士は個人情報を守ってくれるのでしょうか？

Ｑ７病院の相談窓口が社労士の営業活動に利用されないでしょうか？

現 場 の 声～連携を始めた病院の ヒ ア リ ン グ か ら

◆こんな工夫をしています

◆相談時間の有効活用

◆社労士が来ていることを知ってもらいたい！

◆病院デビュー…社労士の素朴な実感

◆社労士として気をつけていること

◆院内関係者も、患者や家族の就労を応援しましょう

社会保険労務士との連携のヒント集社会保険労務士との連携のヒント集
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今秋２版
公開予定

職場と医療者の
連係ガイドブック

年内公開予定

情報センター発 「がんと就労」支援冊子情報センター発 「がんと就労」支援冊子

• 体験談コラム追加
• 資料のupdate
• 検索性ＵＰ

• 医療者と産業保健スタッフや
職場関係者との情報共有の
ヒント

アンケートから～「取組みの現状」アンケートから～「取組みの現状」

46施設が「就労」にコメント.

• 社労士, 産業カウンセラーによる就労相談開始・検討中、事例検討会（複数）

• ハローワークとの連携モデル事業（複数）

• 実務担当者（相談員・治療担当スタッフ）の研修を実施（複数）

• 就労支援をテーマにした講演会の実施（複数）

• がんサロンと連携して相談室が就労相談にも対応（岩手医大）

• 県内拠点病院の就労相談の先進事例を調査→県全体に発信予定（秋田大）

• 県主催の企業向け研修会に拠点病院スタッフが講師として参加（東北大学）

• 産業保健分野の業務経験がある相談員がいる（栃木県がんセ）

• 地元の法人会と協働した就労支援（静岡がんセ）

• 事業所向け冊子の作成・配布（琉球大）
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アンケートから～「課題・話し合いたいこと」アンケートから～「課題・話し合いたいこと」

• 相談支援センターが担うべき「就労支援」の範囲の明確化

• 他院の「就労支援」実践の具体的内容

• 社労士の導入ノウハウ

• 病院に入る社労士の支援力向上に向けた研修会の必要性

• 企業関係者に向けたがん診療の現状の啓発ありかた

• 患者本人の関係者との調整力の支援のありかた

• 医療機関は雇用関係にどこまで関与できるのか

• 「産業保健分野と連携した取り組み」の実際と取り組みを行う場合の留意点

• ハローワーク連携モデル事業のノウハウや実効性

厚労省「がん患者・経験者の就労支援のあり方に関する検討会」厚労省「がん患者・経験者の就労支援のあり方に関する検討会」

• 2014年２月から５回開催

• 厚労省HPで全資料と議
事録公開

• ７月に報告書公開予定

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000000ahdf.html#shingi179247
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